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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　導電性支持体並びに該導電性支持体上の電荷発生層及び電荷輸送層を有し、該電荷輸送
層が表面層である電子写真感光体を製造する方法において、
　（ｉ）ビスフェノールＣ型モノマー、ｐ－ｔ－ブチルフェノールおよび水酸化ナトリウ
ムをイオン交換水に溶解させた後にトリブチルベンジルアンモニウムクロライドを添加し
て溶解させて得られた水相に、テレフタル酸クロライドおよびイソフタル酸クロライドを
ジクロロメタンに溶解させて得られた有機相を添加して、界面重合を行い、反応後の有機
相をメタノールに滴下して、下記一般式（１－２）
【化１】

（式（１－２）中、ｎは重合度を示す。）
で示される構造を含むポリアリレート樹脂を沈殿させて単離する工程と、
　（ｉｉ）工程（ｉ）で単離された該ポリアリレート樹脂を乾燥させて、含水分率を０．
２ｗｔ％以下にする工程と、
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　（ｉｉｉ）工程（ｉｉ）で含水分率を０．２ｗｔ％以下にされた該ポリアリレート樹脂
に、１３０℃以上１７０℃以下で加熱処理を施す工程と、
　（ｉｖ）工程（ｉｉｉ）で加熱処理が施された該ポリアリレート樹脂を用いて該電荷輸
送層を形成する工程と
を有することを特徴とする電子写真感光体の製造方法。
【請求項２】
　前記工程（ｉｉｉ）における加熱処理の温度が１４０℃以上である請求項１に記載の電
子写真感光体の製造方法。
【請求項３】
　前記工程（ｉｉｉ）における加熱処理の時間が０．５時間から４８時間である請求項１
又は２に記載の電子写真感光体の製造方法。
【請求項４】
　前記工程（ｉｉｉ）における加熱処理の時間が２時間から２４時間である請求項３に記
載の電子写真感光体の製造方法。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、電子写真感光体の製造方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　像保持部材の代表的なもののひとつとして電子写真感光体が挙げられる。電子写真技術
は即時性、高品質の画像が得られることなどから、近年では複写機の分野にとどまらず、
各種プリンターの分野でも広く使われ応用されてきている。その中核となる感光体につい
ては、セレン、硫化カドミウム、酸化亜鉛に代表される無機系材料があるが、近年では無
公害性、高生産性、材料設計の容易性および将来性などの点から有機系材料の開発がさか
んに行われている。これらの電子写真感光体には、当然ながら適用される電子写真プロセ
スに応じた電気的、機械的、さらには光学的特性など様々な特性が要求される。特に繰り
返し使用される感光体にあっては、帯電、露光、現像、転写、クリーニングといった電気
的、機械的な力が直接的または間接的に繰り返し加えられるため、それらに対する耐久性
が要求される。特に現在から将来に向けて電子写真システムを用いた装置において、高速
化、高画質化、高安定化がさらに要求されてくるため、高い特性を繰り返して使用できる
耐久性が必要となってくる。
【０００３】
　有機系感光体においては、通常、有機光導電物質をバインダー樹脂に溶解または分散し
て、塗膜を形成して用いる。その塗膜は有機光導電物質とバインダー樹脂を溶媒に溶解ま
たは分散後、塗布乾燥して形成される。バインダー樹脂としては、ポリメチルメタクリレ
ート、ポリスチレン、ポリ塩化ビニル等のビニル重合体、およびその共重合体、ポリカー
ボネート、ポリエステル、ポリアリレート、ポリスルフォン、フェノキシ樹脂、エポキシ
樹脂、シリコーン樹脂、等の材料が用いられている。
【０００４】
　各々の材料に特徴があるが、特にポリカーボネートは感光体として適度の特性さらに良
好な生産性などの面から広く用いられているが、上述した電子写真プロセスにおける摩耗
等による耐久性は十分とは言い切れない。
【０００５】
　一方、強度面に優れる材料としてポリアリレート樹脂が挙げられるが、強度と特性が両
立しているとは限らない。すなわちポリアリレート樹脂はエンジニアリングプラスチック
としてよく知られているが、その用途は電気部品、自動車部品などの成形品として用いら
れているのが大部分であり、電子写真感光体の材料としての使用は限られている。その理
由としては従来広く使用されているポリカーボネート樹脂を用いた場合と比較して感度の
低下や残留電位の上昇が生じてしまうことが挙げられる。その要因としては十分にはわか
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っていないが、樹脂そのものの構造による差（例えばキャリア移動度の差など）や有機光
導電物質との相性や樹脂中に混入している不純物の影響などと推測される。一般的な成形
品用樹脂と比較して電子写真感光体用樹脂は、高い純度のものが要求されていることから
、樹脂中の不純物、重合時の残留物の影響を考慮する必要があると言える。特に、現在か
ら将来に向けて電子写真システムを用いた装置において、高速化、高画質化、高安定化が
さらに要求されてくるため、これらの用途に向けてポリアリレート樹脂の機械的強度の良
好さを活用して電子写真感光体のバインダー樹脂として適性に使用されることが望まれて
いる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
　このように機械的強度が良好であるポリアリレート樹脂の感度、残留電位などの特性を
向上させることにより、耐摩耗性に優れ、且つ感度、残留電位などの特性も良好であり、
電子写真システムにおいて高速化、高画質化、高安定化された感光体を得ることが課題で
ある。
【０００７】
　すなわち、高速化、高画質化、高安定化を要求される電子写真システムでは、繰り返し
の使用において生じる、感光体表面層の摩耗の抑制や感度や残留電位などの電気的特性の
低下を抑えなければならない。さらに高速化されたシステムでは、電気的特性の変化に影
響が出やすく、特に感光層内に不純物などが混入している際にはその影響が顕著になる。
また表面層が摩耗されることにより諸特性の変化も生じやすくなる。
【０００８】
　また、耐摩耗性や潤滑性を向上するために滑材等を感光層に添加する手法があるが、滑
材を添加することにより電気特性の低下が生じやすく、特に感光層内の不純物等の影響を
受けやすいため、バインダー樹脂等の高い純度のものを使用することが好まれる。このよ
うに、本発明では、感光層の良好な強度、電気特性を達成させ、高速化、高画質化、高安
定化された感光体を提供することを目的とした。
【０００９】
　なお、高速化、高画質化された電子写真システムに適用できる感光体は、当然ではある
が、従来の速度および画質のシステムにも利用でき、そのレベルアップもできる。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　本発明者らは、上記課題の改善を鋭意検討した結果、本発明に至った。
　すなわち、本発明は、導電性支持体並びに該導電性支持体上の電荷発生層及び電荷輸送
層を有し、該電荷輸送層が表面層である電子写真感光体を製造する方法において、
（ｉ）ビスフェノールＣ型モノマー、ｐ－ｔ－ブチルフェノールおよび水酸化ナトリウム
をイオン交換水に溶解させた後にトリブチルベンジルアンモニウムクロライドを添加して
溶解させて得られた水相に、テレフタル酸クロライドおよびイソフタル酸クロライドをジ
クロロメタンに溶解させて得られた有機相を添加して、界面重合を行い、反応後の有機相
をメタノールに滴下して、下記一般式（１－２）
【００１１】
【化２】

【００１２】
（式（１－２）中、ｎは重合度を示す。）
で示される構造を含むポリアリレート樹脂を沈殿させて単離する工程と、
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　（ｉｉ）工程（ｉ）で単離された該ポリアリレート樹脂を乾燥させて、含水分率を０．
２ｗｔ％以下にする工程と、
　（ｉｉｉ）工程（ｉｉ）で含水分率を０．２ｗｔ％以下にされた該ポリアリレート樹脂
に、１３０℃以上１７０℃以下で加熱処理を施す工程と、
　（ｉｖ）工程（ｉｉｉ）で加熱処理が施された該ポリアリレート樹脂を用いて該電荷輸
送層を形成する工程と
を有することを特徴とする電子写真感光体の製造方法である。
【００１３】
　こうすることにより、電子写真システムにおいて要求される高速化、高画質化、高安定
化の特性を繰り返して発現できるものとなる。
【００１４】
　すなわち、電子写真感光体用の樹脂としてポリアリレート樹脂は強度的に適した材料の
ひとつであり、繰り返し使用においてより安定した特性を提供するためには、より良好な
感度、残留電位などの特性の良好さが要求される。
【００１５】
　そこで、本発明者らは、感光体作製前にポリアリレート樹脂に１２０℃以上の加熱処理
を施したものを用いることにより強度等の劣化なしに感度、残留電位等の特性が向上する
ことを見いだした。
【００１６】
　特性向上のメカニズムは十分に解明できていないが、単なる含水分の乾燥による除去で
はなく、加熱処理によりポリマー中の不純物が分解等を起こし特性劣化を生じさせにくく
なっていることや、加熱により結晶性の変化等が生じ感光体とした際の有機光導電物質の
配置等が改善されていると推測される。
【００１７】
【発明の実施の形態】
　本発明における式（１）は、
【００１８】
【化３】

【００１９】
（式（１）中、Ｒ１～Ｒ４は、水素原子、炭素数１～５のアルキル基、アリール基、炭素
数１～５のアルコキシ基、ハロゲン基を示し、Ｘは、単結合、－ＣＲ５Ｒ６－を示し、Ｒ
５、Ｒ６は水素原子、ハロゲン原子、アルキル基、アリール基およびＲ５とＲ６が結合す
ることによって形成させるアルキリデン基を示し、ｎは重合度を示す。）
で示される。
【００２０】
　また、本発明にかかるポリアリレート樹脂に用いるフタル酸は樹脂の強度や望む特性に
より変更が可能であり、特に溶媒への熔解性を高めるときには、テレフタル酸／イソフタ
ル酸を３０／７０～７０／３０で用いることが好ましい。
【００２１】
　また、強度や溶解性などの他特性を付加するために他構造のビスフェノールとの共重合
体とすることも可能である。さらに生産性の向上などのために他構造のポリアリレートや
ポリカーボネートとブレンドすることも可能である。
【００２２】
　ポリマーの分子量としては、重量平均分子量Ｍｗ＝２万～２０万が好ましく、特に５万
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【００２３】
　本発明において示している加熱方法は、ポリマー全体が加熱されれば限定はなく、例え
ば、ステンレスパン上にポリマー粉体を広げ、熱風乾燥機内に静置することにより処理で
きる。また、より効率的に処理する手段としては、乾燥機内に振動や回転運動可能な装置
を設置し、それを稼働させポリマーをより均一に加熱されるようにすることにより処理時
間の短縮と乾燥機内での温度分布差による処理程度の差を少なくすることができる。処理
時間は、乾燥機の特性、容量、試料の量などにより異なるが、０．５時間から４８時間の
間で効果の発現が見られる。好ましくは２時間から２４時間である。処理温度は、１２０
℃以上で処理することにより効果の発現が見られ、好ましくは１４０℃以上である。処理
温度の上限はポリマーの分解温度以下なら可能であるが、好ましくはガラス転移温度（Ｔ
ｇ）以下が好ましい。
【００２４】
　さらに、処理の効率向上、加熱によるポリマーの酸化反応等の副次的作用を抑制するた
めに、加熱装置内を減圧することにより、より良好となり、減圧度は１．３３３×１０４

Ｐａ（＝１００Ｔｏｒｒ）以下にすることが好ましい。
【００２５】
　ポリアリレートの構造を次に示す。
【００２６】
【化４】
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【化６】
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【００２９】
　また、上記した具体例に限定されずに、２種以上の芳香族ジオールを共重合して用いる
こともできる。その例の化合物としては、特に限定はないが、式（１－２）と式（１）で
示される構造のうち式（１－２）以外のものとの共重合体が好ましく、さらには、式（１
－２）と式（１－１７）との共重合体や式（１－１）と式（１－２）との共重合体が好ま
しい。その共重合の比率は、式（１－２）／式（１－１）、式（１－２）／式（１－１７
）＝９５／５から５／９５において各々の特性の効果を出すことができるが、８０／２０
から２０／８０とすることが好ましい。
【００３０】
　また、本発明にかかる化合物は、他のポリマーと混合して用いることもでき、ポリエス
テル、ポリアリレート、ポリスルフォン、フェノキシ樹脂、エポキシ樹脂、シリコーン樹
脂等の材料が挙げられ、特にポリカーボネートと混合して用いることも可能であり、耐摩
耗性および感光体生産時の生産性や溶液の安定性などが向上される。ポリカーボネートは
使用する溶媒に溶解すれば特に限定はなく、ポリカーボネートＡ型、Ｚ型、Ｃ型、ＡＰ型
、ＡＦ型、ＤＰ型、シロキサン変性型などがある。その混合比率は本発明にかかるポリマ
ー／ポリカーボネート＝５／９５～９５／５で可能であり、効果を効率よく発現させるた
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めには、２０／８０～８０／２０が好ましい。
【００３１】
　（合成例）
　本発明にかかる化合物（１－２）の合成例を以下に示す。
【００３２】
　式（１）においてＲ１，Ｒ３＝ＣＨ３、Ｒ２，Ｒ４＝ＨであるビスフェノールＣ型モノ
マー０．６モル、分子量調整剤としてｐ－ｔ－ブチルフェノール０．０１５モル、水酸化
ナトリウム６５ｇをイオン交換水２リットルに溶解した後、相間移動触媒であるトリブチ
ルベンジルアンモニウムクロライド（ＴＢＢＡＣ）０．００４モルを添加し溶解させた（
水相）。別にテレフタル酸クロライドとイソフタル酸クロライドの１：１混合物０．６４
モルを１リットルのジクロロメタンに溶解した（有機相）。反応容器を２０℃に保ち、強
撹拌において水相に有機相を添加し、４時間の界面重合を行った。反応後の有機相をメタ
ノールに滴下して、ポリマーを沈殿させて単離した。このポリマーを５０℃、１．３３３
×１０４Ｐａの減圧下で２４時間乾燥させた。含水分率は０．２ｗｔ％以下とした。
【００３３】
　（加熱処理例）
　前記にて合成したポリアリレート樹脂１００ｇをステンレス製容器皿（約４０ｃｍ×３
０ｃｍ）にできるだけ均一に広げた。この容器皿を熱風乾燥器内に静置した。乾燥器を１
３０℃に設定し６時間の加熱処理を行った。処理の途中３０分に１回の割合で容器皿内の
ポリアリレート樹脂を撹拌して均一に加熱されるようにした。加熱処理後、回収して感光
体用の樹脂として用いた。
【００３４】
　以下、本発明の製造方法で得られる電子写真感光体の構成について説明する。
【００３５】
　本発明の製造方法は、感光層が、電荷輸送材料を含有する電荷輸送層と電荷発生材料を
含有する電荷発生層とを有する積層型の場合に適用される。
【００３６】
　本発明にかかる感光層を形成するためのバインダー樹脂および溶媒は、用いる感光層に
おける限定はなく、バインダー樹脂に感光体を形成させるための材料（例えば電荷発生材
料や電荷輸送材料）を溶解および分散させて用いる層、積層型感光体においては、電荷発
生層、電荷輸送層に使用可能である。
【００３７】
　本発明における電荷発生材料としては、通常知られているものが使用可能であり、たと
えばセレン－テルル、ピリリウム、金属フタロシアニン、無金属フタロシアニン、アント
アントロン、ジベンズピレンキノン、トリスアゾ、シアニン、ジスアゾ、モノアゾ、イン
ジゴ、キナクドリンなどの各顔料が挙げられる。これらの顔料は０．３～４倍の重量のバ
インダー樹脂および溶剤ともにホモジナイザー、超音波分散、ボールミル、振動ミル、サ
ンドミルアトライター、ロールミル、液衝突型高速分散機等を使用して、良く分散した分
散液とする。積層型感光体の場合、この液を塗布し、乾燥することによって電荷発生層が
得られる。膜厚は５μｍ以下であることが好ましく、特には０．１～２μｍであることが
好ましい。
【００３８】
　電荷輸送材料は、通常用いられるものが使用でき、例えばトリアリールアミン系化合物
、ヒドラゾン系化合物、スチルベン系化合物、ピラゾリン系化合物、オキサゾール系化合
物、トリアリルメタン系化合物、チアゾール系化合物などが挙げられる。これらの化合物
はバインダー樹脂とともに溶剤に溶解し溶液とする。積層型感光体の場合、この液を塗布
し、乾燥することによって電荷輸送層が得られる。膜厚は５～４０μｍであることが好ま
しく、特には１５～３０μｍであることが好ましい。
【００３９】
　また、感光体の表面層の耐摩耗性や潤滑性の向上のために滑材としてフッ素樹脂粉体や
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ポリテトラフルオロエチレン粉体を添加することで、より良好な特性が得られ、本発明に
かかるポリアリレート樹脂ともに用いることで、さらに良好な耐摩耗性や潤滑性が発現さ
れ、電気特性の低下を小さくすることができることにより、優れた強度と諸特性が得られ
やすくなる。
【００４０】
　また、本発明においては、導電性支持体と感光層、あるいは導電層と感光層の間に必要
に応じて接着機能および電荷バリアー機能を有する中間層を設けることができる。中間層
の材料としてはポリアミド、ポリビニルアルコール、ポリエチレンオキシド、エチルセル
ロース、カゼイン、ポリウレタンおよびポリエーテルウレタン等が挙げられる。これらは
溶剤に溶解して塗布し乾燥される。中間層の膜厚は０．０５～５μｍであることが好まし
く、特には０．２～１μｍであることが好ましい。
【００４１】
　これらの感光体の塗布方法としての限定はなく、浸漬塗布法、スプレー塗布法、バーコ
ート法など通常知られている手段で使用できる。
【００４２】
　図１に本発明の製造方法で得られる電子写真感光体を有するプロセスカートリッジを有
する電子写真装置の概略構成を示す。
【００４３】
　図１において、１はドラム状の電子写真感光体であり、軸２を中心に矢印方向に所定の
周速度で回転駆動される。感光体１は、回転過程において、一次帯電手段３によりその周
囲に正または負の所定電位の均一帯電を受け、次いで、スリット露光やレーザービーム走
査露光等の露光手段（不図示）からの露光光４を受ける。こうして感光体１の周囲に静電
潜像が順次形成されていく。
【００４４】
　形成された静電画像は、次いで現像手段５によりトナー現像され、現像されたトナー現
像像は、不図示の給紙部から感光体１と転写手段６との問に感光体１の回転と同期取り出
しされて給紙された転写材７に、転写手段６により順次転写されていく。像転写を受けた
転写材７は、感光体面から分離されて像定着手段８へ導入されて像定着を受けることによ
り複写物（コピー）として装置外ヘプリントアウトされる。像転写後の感光体１の表面は
、クリーニング手段９によって転写残りトナーの除去を受けて清浄面化され、更に前露光
手段（不図示）からの前露光光１０により除電処理された後、繰返し画像形成に使用され
る。なお、一次帯電手段３が帯電ローラー等を用いた接触帯電手段である場合は、前露光
は必ずしも必要ではない。そして、本発明の製造方法で得られる感光体は、用いる電子写
真システムの帯電手段にかかわらず効果を発現するが、該感光体に接触配置された帯電部
材から直流電圧のみを印加して該感光体を帯電するプロセスに用いることにより良好な効
果を示す。
【００４５】
　本発明においては、前述の電子写真感光体１、一次帯電手段３、現像手段５及びクリー
ニング手段９等の構成要素のうち、複数のものをプロセスカートリッジとして一体に結合
して構成し、このプロセスカートリッジを複写機やレーザービームプリンター等の電子写
真装置本体に対して着脱自在に構成しても良い。例えば、一次帯電手段３、現像手段５及
びクリーニング手段９の少なくともひとつを感光体１と共に一体に支持してカートリッジ
化して、装置本体のレール１２等の案内手段を用いて装置本体に着脱自在なプロセスカー
トリッジ１１とすることができる。また、露光光３は、電子写真装置が複写機やプリンタ
ーである場合には、原稿からの反射光や透過光、又は、センサーで原稿を読み取り、信号
化し、この信号に従って行われるレーザービームの走査、ＬＥＤアレイの駆動及び液晶シ
ャッターアレイの駆動等により照射される光である。
【００４６】
　本発明の製造方法で得られる電子写真感光体は、電子写真複写機に利用するのみならず
、レーザービームプリンター、ＣＲＴプリンター、ＬＥＤプリンター、液晶プリンター及
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【００４７】
【実施例】
　以下実施例に従って、本発明をより詳細に説明する。実施例中「部」は質量部を表す。
【００４８】
　（実施例１）
　３０ｍｍφ×３５７ｍｍのアルミシリンダー上に、以下の材料より構成される塗料を浸
漬塗布法にて塗布し、１４０℃で３０分熱硬化することにより、膜厚が１５μｍの導電層
を形成した。
　導電性顔料：ＳｎＯ２コート処理硫酸バリウム　　　　　　　　　１０部
　抵抗調整用顔料：酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　　　　２部
　バインダー樹脂：フェノール樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　６部
　レベリング材：シリコーンオイル　　　　　　　　　　　　０．００１部
　溶剤：メタノール／メトキシプロパノール＝２／８　　　　　　　２０部
【００４９】
　次に、この導電層上に、Ｎ－メトキシメチル化ナイロン３部及び共重合ナイロン３部を
メタノール６５部及びｎ－ブタノール３０部の混合溶剤に溶解した溶液を浸漬塗布法で塗
布し、９０℃で１０分間乾燥することによって、膜厚が０．５μｍの中間層を形成した。
　次に、下記構造のアゾ顔料を３部、ポリビニルブチラール（商品名：エスレックＢＭ２
、積水化学製）２部及びシクロヘキサノン６０部を１ｍｍφガラスビーズ入りサンドミル
装置で４時間分散した後、テトラヒドロフラン１００部を加えて電荷発生層用分散液を調
製した。この分散液を中間層上に浸漬塗布法で塗布し、８０℃、１０分間乾燥することに
よって、膜厚が０．１μｍの電荷発生層を形成した。
【００５０】
【化７】

【００５１】
　次に下記構造式のアミン化合物８部
【００５２】
【化８】

【００５３】
下記構造式のアミン化合物１部
【００５４】
【化９】
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【００５５】
バインダー樹脂として上の（合成例）／（加熱処理例）で示した式（１－２）で示される
ポリマー（Ｍｗ＝１０００００）１０部をモノクロロベンゼン５０部、ジクロロメタン５
０部に溶解し、さらに酸化防止材としてチバガイギー製イルガノックスＩＲ１３３０を０
．０１部溶解し、電荷輸送層用の塗布液を得た。該塗布液を浸漬塗布法で塗布し、１１０
℃で１時間乾燥し、膜厚２２μｍの電荷輸送層を形成した。
【００５６】
　次に評価について説明する。装置はキヤノン（株）製複写機ＮＰ６０３５（電子写真感
光体に接触配置された帯電部材から直流電圧のみを印加して該感光体を帯電するプロセス
および正現像方式：プロセススピード２００ｍｍ／ｓｅｃ）を用いた。まず、初期電位を
測定した。暗部電位Ｖｄ＝－７００Ｖとして、感光体面露光量を１．０ｌｕｘ・ｓｅｃと
して明部電位Ｖｌを測定した。Ａ４サイズの普通紙を１枚複写するごとに１度停止する間
欠モードにて、３００００枚の複写を行い、感光体膜厚の摩耗量を測定し、１００００枚
あたりの摩耗量を求めた。
【００５７】
　（実施例２）
　前述した（加熱処理例）の項における加熱処理温度を１５０℃とした以外は同様に加熱
処理を行いポリマーを得た。このポリマーを用いて実施例１と同様に感光体を作製した。
【００５８】
　（実施例３）
　前述した（加熱処理例）の項における加熱処理温度を１７０℃とした以外は同様に加熱
処理を行いポリマーを得た。このポリマーを用いて実施例１と同様に感光体を作製した。
【００５９】
　（比較例１）
　電荷輸送層用のバインダー樹脂として合成例に示した式（１－２）で示されるポリマー
を加熱処理無しでそのまま用いた以外は実施例１と同様に感光体を作製した。
【００６０】
　（比較例２）
　前述した（加熱処理例）の項における加熱処理温度を９０℃とした以外は同様に加熱処
理を行いポリマーを得た。このポリマーを用いて実施例１と同様に感光体を作製した。
【００６１】
　結果を表１に示した。
【００６２】
【表１】
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　本発明の製造方法で得られる感光体は、表１の実施例１～３に示すように、加熱処理を
行うことにより感度の良化（明部電位の良化）や残留電位の減少が見られた。さらに減圧
で処理することによりさらに良化している。また、この加熱処理により摩耗量の変化が無
いことから良好な強度が保たれている。また、加熱処理を行ったものは３００００枚の複
写後にも良好な画像が得られたのに対し、加熱処理の無い物は３００００枚の複写後に明
部電位および残留電位の上昇が生じ、画像上で白地にもトナーが薄くのってしまうカブリ
画像となってしまった。
【００６４】
　（実施例７）
　実施例１で示したものと同様に導電層、中間層を設けた。
【００６５】
　次いで電荷発生材料を下記構造式で示されるアゾ顔料３部
【００６６】
【化１０】

【００６７】
　ポリビニルブチラール（商品名：エスレックＢＬＳ、積水化学製）２部及びテトラヒド
ロフラン８０部を１ｍｍφガラスビーズ入りサンドミル装置で４時間分散した後、シクロ
ヘキサノン８０部を加えて電荷発生層用分散液を調製した。この分散液を中間層上に浸漬
塗布法で塗布し、乾燥することによって、膜厚が０．１μｍの電荷発生層を形成した。
【００６８】
　次にバインダー樹脂として実施例１に用いた物１０部をモノクロロベンゼン５０部、ジ
クロロメタン５０部に溶解し、さらに下記構造式のアミン化合物７部
【００６９】
【化１１】

【００７０】
下記構造式のアミン化合物１部
【００７１】
【化１２】
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【００７２】
を溶解し電荷輸送層用の塗布液を得た。
【００７３】
　該塗布液を浸漬塗布法で塗布し、１１０℃で１時間乾燥し、膜厚２７μｍの電荷輸送層
を形成した。
　評価する装置として、キヤノン（株）製複写機ＧＰ－４０（電子写真感光体に接触配置
された帯電部材から直流及び交流電圧を印加して該感光体を帯電するプロセス：反転現像
：プロセススピード２１０ｍｍ／ｓｅｃ）を用いて、暗部電位を－７００Ｖとしてレーザ
ー露光量を１．４μＪ／ｃｍ２として明部電位を測定した。
【００７４】
　（実施例９）
　実施例７において電荷輸送層用塗布液にさらにポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ
）樹脂粉末（ルブロンＬ２：ダイキン工業製）０．５部、クロロベンゼン１０部に分散さ
せた液を加え、電荷輸送層用の塗布液を得た。該塗布液を浸漬塗布法で塗布し、１２０℃
で１時間乾燥し、膜厚２７μｍの電荷輸送層を形成した。
【００７５】
　（比較例４）
　式（１－２）を加熱処理なしで使用した以外は実施例７と同様に感光体を作製した。
【００７６】
　（比較例６）
　電荷輸送層用のバインダー樹脂として合成例に示した式（１－２）で示されるポリマー
を加熱処理なしでそのまま用いた以外は実施例９と同様に感光体を作製した。
【００７７】
　（比較例７）
　前述した（加熱処理例）の項における加熱処理温度を９０℃とした以外は同様に加熱処
理を行いポリマーを得た。このポリマーを用いて実施例９と同様に感光体を作製した。
【００７８】
【表２】

【００７９】
　本発明の製造方法で得られる感光体は、表２の実施例７及び９に示すように、加熱処理
を行うことにより感度の良化（明部電位の良化）や残留電位の減少が見られた。さらに減
圧で処理することによりさらに良化している。また、この加熱処理により摩耗量の変化が
無いことから良好な強度が保たれている。特にポリテトラフルオロエチレン粉末を添加し
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た系では諸特性の影響が出やすいが、その変化が低く抑えられている。また、加熱処理を
行ったものは３００００枚の複写後にも良好な画像が得られたのに対し、加熱処理の無い
物は３００００枚の複写後に明部電位および残留電位の上昇が生じ、画像上で画像濃度の
低下が生じてしまった。
【００８０】
　（実施例１６）
　３０ｍｍφ×２６０ｍｍのアルミシリンダーに実施例１で示した導電層と中間層を同様
に形成した。次にＣｕＫα特性Ｘ線回折におけるブラッグ角２θ±０．２゜の９．０゜、
１４．２゜、２３．９゜、２７．１゜に強いピークを有するオキシチタニウムフタロシア
ニン４部、ポリビニルブチラール（商品名：エスレックＢＸ１、積水化学製）２部及びシ
クロヘキサノン６０部を１ｍｍφガラスビーズ入りサンドミル装置で４時間分散した後、
酢酸エチル１００部を加えて電荷発生層用分散液を調整した。この分散液を中間層上に浸
漬塗布法で塗布し、９０℃で１０分間乾燥することによって、膜厚が０．１μｍの電荷発
生層を形成した。
【００８１】
　次に実施例１で示した電荷輸送層塗布液を用いて電荷輸送層２３μｍを設けた。
　評価する装置として、ヒュレットパッカード製レーザービームプリンターＬａｓｅｒ　
Ｊｅｔ　４０００（電子写真感光体に接触配置された帯電部材から直流および交流電圧を
印加して該感光体を帯電するプロセス：反転現像９４ｍｍ／ｓｅｃ）を用いて、１枚間欠
で１００００枚の耐久をした。
【００８２】
　（比較例１０）
　電荷輸送層用のバインダー樹脂として式（１－２）で示されるポリマーを加熱処理なし
でそのまま用いた以外は実施例１６と同様に感光体を作製した。
【００８３】
　（比較例１３）
　比較例１０において、製造できた感光体をさらに１３０℃で６時間乾燥した。
【００８３】
　結果を表３に示した。
【００８５】
【表３】

【００８６】
　本発明の製造方法で得られる感光体は、表３の実施例１６に示すように、加熱処理を行
うことにより感度の良化（明部電位の良化）や残留電位の減少が見られた。また、加熱に
より摩耗量の変化が無いことから良好な強度が保たれている。一方、感光体作製後に、加
熱処理を行ったものは、作製前にバインダー樹脂に加熱処理を行ったものはもとより、加
熱処理を行わなかったものより諸特性の低下が大きくなってしまった。これは、感光体製
造後の加熱は、加熱によりバインダー樹脂の特性は良化していると推測されるが、同時に
電荷発生材料や電荷輸送材料も高温で長時間加熱されてしまうためこれらの材料の熱変性
がより大きく生じたと推測され、感度等の特性低下を引き起こしたものと考えられる。ま
た、加熱処理を行ったものは１００００枚の複写後にも良好な画像が得られたのに対し、
加熱処理の無い物は１００００枚の複写後に明部電位および残留電位の上昇が生じ、画像
濃度の低下が生じてしまい、プロセススピードに寄らず本発明の効果が得られることもわ
かった。
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【００８７】
【発明の効果】
　本発明によれば、電子写真感光体において、電荷輸送層を形成するための樹脂は少なく
とも一般式（１－２）で示すポリアリレート樹脂であり、該樹脂自体を感光体作製の使用
前に１３０℃以上１７０℃以下で加熱処理を施したものであることとすることにより、高
速や高画質および高耐久を必要とする電子写真プロセスにおいて繰り返し使用においてよ
り安定した特性を提供することができた。また、前記電子写真感光体を用いてプロセスカ
ートリッジ及び電子写真装置が提供できた。
【００８８】
　特に、一般式（１－２）で示す構造を含むポリアリレート樹脂では、その効果がより大
きく見られ、フッ素系樹脂粉体を添加した系では特性の劣化を抑えつつ、耐摩耗性の向上
が見られている。さらに本発明は感光体を帯電するプロセスによらずその効果が発現され
たが、特に帯電部材に直流電圧のみを印加して帯電するプロセスでは、繰り返し使用にお
ける摩耗量そのものを小さくでき、本発明の効果をより発現されやすい系であることがわ
かった。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の製造方法で得られる電子写真感光体を有するプロセスカートリッジを
有する電子写真装置の概略構成を示す図である。
【符号の説明】
　１　感光体
　２　軸
　３　一次帯電手段
　４　露光光
　５　現像手段
　６　転写手段
　７　転写材
　８　像定着手段
　９　クリーニング手段
　１０　前露光光
　１１　プロセスカートリッジ
　１２　レール



(17) JP 4463961 B2 2010.5.19

【図１】



(18) JP 4463961 B2 2010.5.19

10

フロントページの続き

    審査官  鈴木　雅雄

(56)参考文献  特開平０８－２０８８１５（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－１７１１３３（ＪＰ，Ａ）
              特開平０９－３０４９５０（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G03G   5/05
              G03G   5/00
              G03G  15/02


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

